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自らの手で創る「未来と自分」
施設長　　吉田　幸雄
「助け合うということが、人間には大きな道徳になっている。助け合うという気持ちや行動の基は、いたわりという感情である。他人の痛みを感じることと言っても良い。優しさと言い換えても良い。『いたわり』『他人の痛みを感じる』『優しさ』みな似たような言葉である。この三つの言葉は元々一つの根から出ているものである。根と言っても本能ではない。だから、私たちは訓練をしてそれを身につけなければならない」これは、司馬遼太郎さんの作品「２１世紀を生きる君たちへ」の中の文章です。その中で、「私が持っていなくて、君たちだけが持っている大きなもの、それは、・・・２１世紀をたっぷり見ることが出来るばかりか、その輝かしい担い手でもある」と若い人たちに向けての賛歌と期待の言葉を贈っています。
今、コロナ禍にあって私たちは懸命に頑張っています。いろいろな制約を受けながら自分の行動を律しながら生活しています。毎日の生活で「手洗い、うがい、マスクそして行動の自粛」が要求されて生活しています。今までの生活と比べ「子どもたちが可哀そうだな」という気持ちにもなりがちです。しかし、大事なことは「今頑張っている人へのいたわり」であり、「周りの人の健康や安全、生活を守るための優しさ」なのだと思っています。これから、成熟期を迎えようとしている「２１世紀の生活」が「いたわり」「優しさ」に満ちた世界になるための訓練が求められています。だからこそ、私たちが子どもたちと一緒に考えなければならないのは、これからの世界のために、周囲の人たちのために、コロナ禍の今、「やりたいけど我慢している」のではなく、「こんな時だから辛抱しよう」と考えることです。我慢には「嫌なことをただ耐え忍ぶ。不満」があります。だから、「いずれ爆発する」ものです。しかし、辛抱の中には「好きなことのために耐え忍ぶ。だから、希望」があります。「いずれ実る」ことへの願いがあります。私たちは子どもたちと共に「制限されるなど我慢して窮屈な生活を強いられている」のではなく、「自分たちの生活をより豊かにするため、自分達が果たすべく役割に責任をもっているか。辛抱しながらより豊かにしていくための努力を継続しているのか。そして、未来のために、自らの力で新しい生活を創り上げているのか」を問いながら、そして、そんな自覚を持たせる生活をしていくことが大切なのではないでしょうか。
今、昨年の３月に続いて２回目の「緊急事態宣言」が出される状況になっています。最初に比べて、「慣れ」や「緊張感のなさ」が指摘されています。前回は、初めてということもあり、社会全体が「どのように乗り切るか」を真剣に考えていました。今、「緊急事態宣言」を発令した総理大臣のテレビ中継はされておらず、いつもと同じ「バラエティ番組」の局もありました。街頭では「自分はうつらない」「罹っても重篤にならない」「経済を優先させるため」、人出は宣言前とさほど変わらない状態がありました。そこには、自らが感染源になることの自覚がなく、今苦しんでいる人たちに対する思い、医療や介護の従事者に対する畏敬の念、早く終息させて日常を取り戻そうと必死に耐えている人たちに対する優しさが見られません。驚いたのは、多くの若者が新聞を読んでいないだけでなく、テレビもないのでニュースも見ない、ネットの記事をたまに見るぐらいだ、ということです。益々社会は変革していきます。ＩＴ化が進み、学校もパソコンを使った遠隔授業の推進が進み、勤め方も在宅勤務が増え、人との関係がますます希薄なものになっていくのでしょうか。コロナがその社会の変革に拍車をかけたのかもしれません。しかし、私たちは人と人との関わりどれだけ大切なのかを知っています。人と人が互いに寄り添い、助け合う社会の温かさを子どもたちには知らせていかなければなりません。どんな困難さがあっても「未来と自分」は自らの手で築き上げることが出来る、そのことが信じられる社会であることを知らせていきたいと考えています。
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ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（１月１日～３１日）
　（ご芳名もれをお許しください)
ことぶき屋　大路　由香　様　　　コープさっぽろ　様　　トドックフードバンク　様　　公南山明建設株式会社　様　　　
ＭＣＭのめぐみ株式会社　様　　　よはく舎（マルジナリア書店）　様　　　唯専寺　様　　　　日本教文社　様
北央防災設備　様　　空知地方電気工事協同組合　青年部会　様　　河内　克彰　様　　　岩崎　俊博　様　　　
石河　博子　様　　　山崎　徳成　様　　　田中理朱利　様　　　光明寺　様　　　正教寺　様　　　
中嶋　仁　様　　　　ビクトリア観光　様
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　そろそろ新学期が始まる頃、１日中女の子だけで体育館を貸し切った「体育館の日」を楽しみました。テントを張って女子会をしたりＤＶＤを借りてポップコーン片手に映画を観たりと、特別な過ごしにみんな心が躍っていました。いつもは一人の時間が好きなＳちゃんも、みんなと同じ場所で楽しくお喋りをして過ごしていたり、いつもと同じごはんでも体育館で食べる特別感でより会話が弾んだりと、それぞれ冬休みの楽しい思い出が増えた日でした(


―女子グループ担当職員―





　１月６日に午前チーム、午後チームに分かれて萩の山スキー場へ行きスキーをしてきました！


　午前中は女の子小学生４名、高校生１名、男の子高校生１名、職員２名で行きました。朝食をモリモリと食べて、スキーウェア等も準備万端でいざ出発。天気も良く、スキー日和でした。スキー場に着いて身支度を済ませてすぐに滑り始め、みんなそれぞれ楽しく上手に滑っていました。小２のHちゃんは、最初に副園長先生が一対一で滑る練習をするとあっという間に上手く滑られるようになり、みんなと合流して滑っています。小５のSちゃんは昨年度ケガのためスキーに参加できませんでしたが、久しぶりのスキーと感じさせないほど上手でした。


途中休憩を挟みながらスキーを滑り、あっという間に時間が過ぎました。寒さに負けないくらい元気な子ども達で、もっと滑りたいとの声も挙がっていました。また来年のスキーも楽しみです。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－女子グループ担当職員―





男子は午後からスキーに出掛けています。小学一年生は昨年度の冬に�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(たいせつ),大雪)�で体験したスキーの事を思い出しながら楽しみにしており、ﾘﾌﾄの乗り方やハの字、カニさんで登るなど練習を沢山しています。三年生はこれまでの二年間を振り返り、向上心が見られ、沢山滑りたいから学校で行く時には一番上手いグループに入りたい事やスキーの板をそろえてシュッシュッと曲がるのをやってみたいと練習に励んでいました。六年生は慣れた様子でお互いを誘いあって滑ったり、時には思い思いに滑る姿や限られた時間の中でも沢山滑りたい様子で3時間で22本全て滑っています。それぞれの子が自分自身で目標を定めている事にたくましさを感じました。�　冬休みを終えるとすぐにスキー学習が各学年二回ずつあり、練習のかいあって怪我無く終えられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―男子グループ担当職員―





嬉しい嬉しいお年玉を園長先生から頂き、どの子もにこにこ笑顔です。いくら使おうかとよ～く考えて、三笠のイオンへ久しぶりの外出です。何日も前から、買う物をきめて計画的に購入する子。欲しい物がどんどん増えて、じっくり迷って購入する子。新年の福袋で、何が入っているか楽しみにする子。お店の物ぜ～んぶ欲しくなる子。最後には、大きな白クマのぬいぐるみを抱えて帰って来ました。


楽しい一日に感謝の気持ちを持ち、初詣に行きおみくじもひいてきました。


今年も一年、笑顔の良い年になりますように。


―女子グループ担当職員―





年明けのお買物という事でお年玉を使って男の子たちでお買い物へ出掛けました。�　コロナ対策により例年通りとはなりませんでしたが、近くのイオンやゲオ等にそれぞれ分かれて買い物を楽しみました。子どもたちはｹﾞｰﾑや玩具を買ったり、ゲームセンターで遊んだりしながら過ごしていました。欲しい物をどんどん買おうとする子や、貯金するためにお金を残しておこうとする子など、それぞれの性格が出ていて面白いなと感じていました(笑)　　　


―男子グループ担当職員―





　１月７日お年玉を持ってイオンへ買い物に行きました。見る物見る物買いたい子、慎重に選んでいる子など様々でしたが、思い思いの好きな物を買う事が出来ました。


　昼食も買い　帰ってきて食べた後、さっそく買ってきた玩具で楽しく遊びました。


　久しぶりの買い物やテイクアウトで笑顔たくさんの幼児さんでした。


　　　　　　　　　　　　　　－幼児グループ担当職員―





19日（金）　　入園説明会（駒沢幼稚園）　　


 23日（火）　　天皇誕生日


 24日（水）　　南小授業参観日（中）


 25日（木）　　南小授業参観日（高）


 26日（金）　　南小授業参観日（低）


　　　　　　　　保護者懇談会（新篠津高２年）


 27日（土）　　誕生会





お正月の買い物に行けたのはよかった　〔小６ Ｒくん〕





なんにも買えなくて最後に福袋を買いました。学園に帰ってきたらいい物が出てうれしかったです！　〔小４ Ｓちゃん〕





お正月の買い物で買った物や、ゲームセンターであそんだことが思い出〔小６ Ｓくん〕





たいいくかん　かしきりたのしかったです　　〔小1　Ｆくん〕


たいいくかん　かしきりでえいががたのしかった　　〔小１　Ｈくん〕








各グループ、体育館を一日貸し切ってテントを張ったり映画を観たりご飯を食べたりと、楽しい行事がありました！








２月行事予定


1日（月）　　新篠津高入学試験


新篠津高休校（～２／２）


2日（火）　　豆まき


 11日（木）　　建国記念の日　


 15日（月）　　新篠津高合格発表


　　　　　　　　入学説明会（光陵中学校）


 17日（水）　　新篠津高修学旅行（～２／１９）








スキーでいっぱいすべれた　リフトにのってたのしかった(　〔小2　Ｈちゃん〕


スキー２回いけなくてざんねんだった。　　〔小３　Ｆくん〕





おしょうがつをやったのがたのしかった。 〔小１ Ｈくん〕


お父さんからペンなどなどが送られてきてうれしかった　〔小５ Ｓちゃん〕


スキーはすごくつかれた。でも楽しかった。


お勉強は、すごく多くて、102ページもあった。でも最後の日にがんばっておわらせた。


お正月は、みかんをたべすぎた。 〔小４ Ｍちゃん〕


雪遊びで雪山に登っても登っても先生と滑ったのが楽しかった！　〔５歳　Ｙちゃん〕


お買い物と学校ごっこが楽しかった！　〔３歳　Ｎちゃん〕


学校ごっこをしたのが楽しかった！　〔４歳　Ｍちゃん〕








